
Journal of the Okinawa Medical Association

J. Okinawa Med. Assoc.
沖 縄 医 報

沖
縄
県
医
師
会
報

C O N T E N T S

沖縄県医師会報　第３種郵便物認可　令和5年5月1日発行

沖縄県医師会報
2 0 2 3年 5月号

令
和
五
年
五
月
発
行

第
59
巻

　第
5
号

昭和52年４月４日　第３種郵便物認可　令和5年5月1日発行（毎月１回１日発行）ISSN 0917-1428　第635号

May. 2023
Vol.59  No.5 5

沖縄県医師会報
M a y . 2 0 2 3

C O N T E N T S

報告（沖縄県医師会） 沖縄県医師会「産業医部会」設立記念講演会
   沖縄県医師会産業医部会　部会長　青木　一雄

　「産業医部会設立記念講演会」   産業保健担当理事　玉城研太朗
沖縄県医師会産業医部会　副部会長　崎間　　敦

　 2

令和4年度第1回地区医師会長会議   常任理事　稲田　隆司 　 10

コロナ禍において保険診療を実施した
「小児発熱軽症者抗原検査センター」について
   副会長　田名　　毅 　 16

東日本大震災から12年 －大槌町訪問－
   沖縄県医師会災害医療委員会委員長　出口　　宝 　 20

生涯教育 沖縄県医師会報 生涯教育コーナー    27

『小児形成外科診療における意思決定のあり方』
　～インフォームド・アセントからSDM（shared decision making）まで～

   沖縄県立南部医療センター・こども医療センター　西関　　修 　 28

月間行事 5月5日 “キッズの日” は “キズケアの日”
   医療法人こころ満足会　形成外科KC　新城　　憲 　 34

世界禁煙デーに寄せて   沖縄大学　学長　山代　　寛 　 35

会務の動き 会長・副会長室    37

理事会    39

県医日誌    47

寄稿 接骨院ってどんなところ？   広報委員　照屋　　勉 　 48

会員の動き     57

講演会・例会のご案内     59

産業医研修会のご案内     60

沖縄県ドクターバンクからのお知らせ   63

日本医師会「医師年金」のお知らせ     64

沖縄県医師会報投稿規定     66

編集後記    広報委員　白井　和美 　 68

－ 1（301）－

● 沖縄県医師会「産業医部会」設立記念講演会 � 2

● 令和 4 年度第 1 回地区医師会長会議 � 10

● コロナ禍において保険診療を実施した
「小児発熱軽症者抗原検査センター」について � 16

● 東日本大震災から 12 年 －大槌町訪問－ � 20



※表紙写真の説明は、本紙随筆コーナー
　106～107ページへ掲載しています。

沖縄県医師会災害医療委員会委員長
出口　宝

『現在の大槌町』
　東日本大震災から 12 年が経った。城山から見た末広方面である。大槌川河口には新しく水
門が造られ、沿岸部は最大高 15.5m の防潮堤で囲まれていた。震災時に流された大槌橋や JR
山田線の鉄橋（現在は三陸鉄道リアス線）はかけ直されていた。中央に大槌町
文化交流センター「おしゃっち」。その向こう側が旧大槌町役場跡。大槌湾に

「ひょっこりひょうたん島」のモデルとなった蓬萊島（ほうらいじま）を望む。
詳細は本誌 P20 参照。
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